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◎
鈴
木
喜
右
衛
門
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

銅
山
至
宝
の
彫
母
銭
は
実
在
し
た

秋
山　

源

　
⑥
銅
山
至
宝
　
当
百
　
大
字
　
通
用
銭

　
⑦
銅
山
至
宝
　
当
百
　
大
字
　
母
銭

　
⑧
銅
山
至
宝
　
当
百
　
大
字
　
彫
母
銭

　
⑨
銅
山
至
宝
　
当
五
十
　
母
銭

　
⑩
銅
山
至
宝
　
当
五
十
　
彫
母
銭

　

前
回
ま
で
秋
田
の
銀
判
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
鈴
木
喜
右
衛
門
家
十
三
代
重
興
氏
（
以
下
、
鈴
木
喜

右
衛
門
氏
）
は
、
地
元
で
あ
る
秋
田
の
貨
幣
は
銀
判
だ
け

山
至
寳
」、
当
五
十
文
銭
に
は
「
銅
山
至
宝
」
と
あ
り
、

裏
面
に
は
当
百
文
銭
は
対
読
で
「
當
百
久
二
」、
当
五
十

文
銭
に
は
「
久
二
五
十
」
と
あ
り
、「
秋
」
の
陰
刻
が
右

上
に
打
た
れ
て
い
ま
す
。
な
お
「
久
二
」
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
ろ
鋳
造
が
開
始
さ
れ

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
藤
氏
に
よ
る
と
、
材
質
は
銅

と
鉛
の
合
金
で
、
そ
の
比
率
は
８
：
２
と
鉛
分
が
ほ
か
の

貨
幣
よ
り
も
多
く
、
製
作
も
粗
雑
で
、
使
用
中
に
欠
損
し

た
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
も
の
を
精
力
的
に
一
通
り
蒐

集
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
銅
山
至
宝
に
つ
い
て
、
鈴

木
喜
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
新
発
見
の
彫
母
銭
を
含
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
さ
れ
た
こ
と
を
佐
藤
清
一
郎
氏

の
『
秋
田
貨
幣
史
』
を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

銅
山
至
宝
は
、
当
百
文
銭
と
当
五
十
文
銭
の
二
つ
の
額

面
が
存
在
し
ま
す
。
表
面
に
は
当
百
文
銭
は
廻
読
で
「
銅

【図⑬】銅山至宝 当五十 通用銭
（CCF オークションカタログより）

【図⑩】銅山至宝 当百 小字 通用銭
（CCF オークションカタログより）

【図⑦】⑥ 銅山至宝 当百 大字 通用銭
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